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TOP MESSAGE
ฏૉは֨ผのご高഑をࣀりްくྱޚਃし上げま

す。ここに「株主通信 NTT is（2019年12月号）」を
おಧけするにあたり、ۘ んでごѫࡰਃし上げます。

NTTグループは、社会のม化にあΘせて自己ม
ֵを続け、「Your Value 1artner」として、事業活動
を通じてパートナーのօさまとともに社会的課題
の解決をめざしております。本号では、2019年度上
半期の業੷およびࡢ年11月に公表した中期経営戦
ུにおける取り組みを中心にご報ࠂਃし上げます。

2019年度上半期は、対前年増ऩ・ݮӹの決ࢉと
なりました。営業ऩӹは、ୈ2࢛半期としてաڈ最高
をߋ新しました。۩体的には、上半期営業ऩӹは対
前年同期�9�4億円（対前年同期�1.7ˋ）増ऩの5ஹ
8,89�億円、上半期営業རӹは対前年同期˛879億
円（対前年同期˛8.2ˋ）ݮӹの9,828億円となりま
した。

2019年度通期業੷予想は、営業ऩӹについては、
携帯電話の७増数が޷ௐであったこと、およびス
マートフΥンへの੾りସえのଅ進などによる端຤機

み、対当初計ը��00億円ࠐऩೖの増などを৫りث
の11ஹ8,900億円に上方मਖ਼いたしました。 営業
རӹについては、当初計ըと同ֹの1ஹ5,500億円
をࠐݟんでおります。

株主・౤資Ոのօさまにとって、より౤資しやす
いڥ؀を੔えることを໨的として、2020年1月1日
෇で株式を分割することといたしました。また、株
主のօさまの日ごΖのご支援に感ँし、よりଟくの
方々により長く当社株式を保有していただくため、
株主さま向けにdポイントの進呈を行います。

NTTグループは、株主のօさまをはじめとしたス
テークϗルμーのօさま方に、引き続き信པされ続
けるଘ在となることで、持続的なا業Ձ஋向上とス
マートな社会の実現にݙߩできるよう全力をਚくし
てまいります。

株主のօさまにおかれましては、より一૚のご理
解とご支援をࣀりますよう、よΖしくおئいਃし上
げます。

୅දऔక໾ࣾ௕
͡ΎΜ͞Θ ͩ

株主さま向けの新たな取り組み

2019年度上半期の業績および
2019年度通期業績予想の見直しについて
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を通じてパートナーのօさまとともに社会的課題
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中期経営戦略 の進捗Your Value Partner 2025
ࣗΒのσδλϧτϥϯε
ϑΥʔϝʔγϣϯΛ推進

NTTάϧʔϓ͸தظ経営ઓུh Your Value Partner 2025 にɦ͖ͮجɺ
εϚʔτͳࣾձʹSmart Worldの実ݱにݙߩ る༷͢ʑͳࡦࢪΛ推進ͯ͠ ͍·͢ ɻ
ຊ߸Ͱ͸ɺ2019೥౓上൒ظに͓ る͚औΓ૊ΈΛத৺にɺͦ の進௙Λ͝ ঺հ ·͢͠ ɻ

東໊ࡕの一෦のドコϞショップなどに、5G࣌代の
サービスを体験できるコーナーを設置しています。

5G体験コーナーのご案内

01͓٬ ·͞のσδλϧτϥϯε
ϑΥʔϝʔγϣϯのࢧԉ

ಛू1

#�#�9Ϟσルਪਐ

NTTグループは、AIやエッジコンϐューティング

などの最先端ICTπールを活用したデジタルサービ

ス・データマネジメントの提供を通じて、様々な分野

のサービス提供ऀのデジタルトランスフΥーメー

ションをサポートし、エンドϢーβーへの新たなՁ

஋創଄を実現するB2B2XϞデルの推進に取り組ん

でいます。

2019年1月設置のB2B2X戦ུҕ員会を中心に、

2021年度にプロジΣクト数100をめざす中期໨ඪ

のୡ੒に向け、様々なا業・自࣏体などとの連携を

強化・拡大した結Ռ、2019年9月຤࣌点のプロジΣ

クト数は54まで拡大しました。2019年度上半期に

は、次のようなҊ件で進展がありました。

＜主な#�#�9Ҋ݅＞
● 北海ಓ大ֶ、北海ಓݟؠ୔ࢢとスマートアグリシ

ティの実現に向けた産ֶ׭連携協定締結（�月）
● 千葉ࢢと未来のまちづくりに向けたแׅ連携協

定締結（7月）
● さっΆΖ連携中਻౎ࢢ12ݍࢢொଜとまちづくり

パートナー協定締結（7月）
● 東ژ地下మ株式会社（東ژメトロ）とࠞࡶ؇࿨・円

な༌送実現に向けた協業開始（7月）׈
● ۚ༥機関が新たな༥資サービスを提供する࢓組み

として「ドコϞ レンディングプラットフΥーϜ」を

提供開始（8月）
● コンタクトセンター業界向けに、AIを活用した

VOCデータ分ੳサービス「2�A Generator」

「高度FA2コンサルティングサービス」を提供開

始（9月）

�(サービスの実ݱ・ల開

NTTドコϞは、2020年य़開始予定の5G঎用サー

ビスと同౳のネットワークڥ؀をར用した5Gプレ

サービスを、2019年9月から提供開始しました。

ै来から「ドコϞ5Gオープンパートナープログラ

Ϝ」を通じ、෯広いパートナーとともに5Gにおける新

たなར用シーン創出の取り組みを拡大しています。同

プログラϜのࢀՃا業・ஂ 体は2019年9月に3,000

を超えており、今ճのプレサービス開始を契機とし

て5Gサービスのさらなる進化をめざします。

本֨঎用化に向けて、5Gネットワークの早期エリア

展開にもੵۃ的に取り組んでいます。NTTドコϞは

2023年度までの5年間で5Gインフラ構ஙなどに1ஹ

円の౤資を計ըしています。基地局については、2020

年�月຤には47౎ಓ෎県へ展開、ͦ の1年後には1ສ局

の構ஙをめざします。

また、NTTドコϞでطに進めているコアネット

ワークのԾ想化を5Gでも推進し、保守コストݮ࡟に

取り組Ήとともに、2019年7月にはNTTが株式会

社+TOWE3と資本・業務提携を締結するなど、NTT

グループ全体で5Gの効率的な早期エリア展開に向

けて取り組んでいます。

ύーιφル化ਪਐ

NTTドコϞを中心に、お客さま一人ͻとりに合Θ

せたきめࡉかなパーソナルソリューションを実現、お

客さまのライフスタイルのมֵをサポートし、ސ客

基盤のさらなる拡大とऩӹ機会の創出を図ります。

NTTドコϞは2019年�月から「ギΨϗ」「ギΨライ

ト」などのシンプルでおトクな新ྉۚプランの提供

を開始し、おਃࠐ件数は、10月21日࣌点で800ສを

ಥഁしました。また、2019年9月຤࣌点で、dポイン

トクラブ会員数は7,234ສ、dカード契約数は2,039

ສまで拡大しており、1,028社まで拡大した�dパー

トナーと連携し、これらの会員基盤を࣠とした事業

を推進しています。

国内事業のσδλルトϥンスϑΥーϝーションのਪਐ

NTTグループ自਎もさらなる੒長をめざして自

らのม （ֵデジタルトランスフΥーメーション）を

進めています。

NTTグループは、サービスのਃࠐड෇ʙར用開

始ʙྉۚ੥ٻなどのオペレーション自動化を実現

するために、クラウドܕのITシステϜのಋೖを開

始しました。この取り組みにより、プロセスのඪ準

化やコストݮ࡟を推進します。

また、さらなるグループ経営高度化に向けて、統

一E31ಋೖを推進していきます。一例として、NTT

グループ֤社の効率的な人事・人ࡐ഑置の実現に

向けて、世界最大ن໛（20ສ人）のグループڞ通タ

レントマネジメントシステϜを2020年4月より運

用開始する予定です。

業務効率化を支援する31Aについても着実にಋ

ೖを推進しています。NTTグループ಺のଟくの業

務プロセスに活用するだけでなく、お客さまにも

提Ҋを進めており、طに4,000社を超えるお客さ

まにごར用いただいています。

�(͕実͢ݱるੈք

遠隔医療ߴ速・େ༰量 ௿஗Ԇ

ଟ਺઀ଓ
ʢIoTσバイスʣ

�(
リアルタイム
顔認証

スマートシティ・
ホーム

農業ICT

4K/8K
ストリーミング

スタジアム
ソリューション

基地ہల開計ը

����೥�݄຤ ����೥�݄຤ ����೥౓຤

ہ���,��
ہ���,��

��౎ಓ෎ݝ
へల開
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中期経営戦略 の進捗Your Value Partner 2025
0202ࣗΒのσδλϧτϥϯε

ϑΥʔϝʔγϣϯΛ推進

NTTάϧʔϓ͸தظ経営ઓུh Your Value Partner 2025 にɦ͖ͮجɺ
εϚʔτͳࣾձʹSmart Worldの実ݱにݙߩ る༷͢ʑͳࡦࢪΛ推進ͯ͠ ͍·͢ ɻ
ຊ߸Ͱ͸ɺ2019೥౓上൒ظに͓ る͚औΓ૊ΈΛத৺にɺͦ の進௙Λ͝ ঺հ ·͢͠ ɻ

東໊ࡕの一෦のドコϞショップなどに、5G࣌代の
サービスを体験できるコーナーを設置しています。

5G体験コーナーのご案内

͓٬ ·͞のσδλϧτϥϯε
ϑΥʔϝʔγϣϯのࢧԉ

ಛू

#�#�9Ϟσルਪਐ

NTTグループは、AIやエッジコンϐューティング

などの最先端ICTπールを活用したデジタルサービ

ス・データマネジメントの提供を通じて、様々な分野

のサービス提供ऀのデジタルトランスフΥーメー

ションをサポートし、エンドϢーβーへの新たなՁ

஋創଄を実現するB2B2XϞデルの推進に取り組ん

でいます。

2019年1月設置のB2B2X戦ུҕ員会を中心に、

2021年度にプロジΣクト数100をめざす中期໨ඪ

のୡ੒に向け、様々なا業・自࣏体などとの連携を

強化・拡大した結Ռ、2019年9月຤࣌点のプロジΣ

クト数は54まで拡大しました。2019年度上半期に

は、次のようなҊ件で進展がありました。

＜主な#�#�9Ҋ݅＞
● 北海ಓ大ֶ、北海ಓݟؠ୔ࢢとスマートアグリシ

ティの実現に向けた産ֶ׭連携協定締結（�月）
● 千葉ࢢと未来のまちづくりに向けたแׅ連携協

定締結（7月）
● さっΆΖ連携中਻౎ࢢ12ݍࢢொଜとまちづくり

パートナー協定締結（7月）
● 東ژ地下మ株式会社（東ژメトロ）とࠞࡶ؇࿨・円

な༌送実現に向けた協業開始（7月）׈
● ۚ༥機関が新たな༥資サービスを提供する࢓組み

として「ドコϞ レンディングプラットフΥーϜ」を

提供開始（8月）
● コンタクトセンター業界向けに、AIを活用した

VOCデータ分ੳサービス「2�A Generator」

「高度FA2コンサルティングサービス」を提供開

始（9月）

�(サービスの実ݱ・ల開

NTTドコϞは、2020年य़開始予定の5G঎用サー

ビスと同౳のネットワークڥ؀をར用した5Gプレ

サービスを、2019年9月から提供開始しました。

ै来から「ドコϞ5Gオープンパートナープログラ

Ϝ」を通じ、෯広いパートナーとともに5Gにおける新

たなར用シーン創出の取り組みを拡大しています。同

プログラϜのࢀՃا業・ஂ 体は2019年9月に3,000

を超えており、今ճのプレサービス開始を契機とし

て5Gサービスのさらなる進化をめざします。

本֨঎用化に向けて、5Gネットワークの早期エリア

展開にもੵۃ的に取り組んでいます。NTTドコϞは

2023年度までの5年間で5Gインフラ構ஙなどに1ஹ

円の౤資を計ըしています。基地局については、2020

年�月຤には47౎ಓ෎県へ展開、ͦ の1年後には1ສ局

の構ஙをめざします。

また、NTTドコϞでطに進めているコアネット

ワークのԾ想化を5Gでも推進し、保守コストݮ࡟に

取り組Ήとともに、2019年7月にはNTTが株式会

社+TOWE3と資本・業務提携を締結するなど、NTT

グループ全体で5Gの効率的な早期エリア展開に向

けて取り組んでいます。

ύーιφル化ਪਐ

NTTドコϞを中心に、お客さま一人ͻとりに合Θ

せたきめࡉかなパーソナルソリューションを実現、お

客さまのライフスタイルのมֵをサポートし、ސ客

基盤のさらなる拡大とऩӹ機会の創出を図ります。

NTTドコϞは2019年�月から「ギΨϗ」「ギΨライ

ト」などのシンプルでおトクな新ྉۚプランの提供

を開始し、おਃࠐ件数は、10月21日࣌点で800ສを

ಥഁしました。また、2019年9月຤࣌点で、dポイン

トクラブ会員数は7,234ສ、dカード契約数は2,039

ສまで拡大しており、1,028社まで拡大した�dパー

トナーと連携し、これらの会員基盤を࣠とした事業

を推進しています。

国内事業のσδλルトϥンスϑΥーϝーションのਪਐ
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グローバル事業の競争力強化

2019年7月、NTTコミュニケーションズのグロー

バル事業、Dimension Data、NTTセキュリティを統

合し、NTTブランドのグローバル事業会社NTT Ltd.

として営業活動を開始しました。NTTブランドのさら

なるグローバル展開に向けたリブランドを推進して

います。

2019年9月にはアメリカMajor League Baseball

（以下、MLB）との複数年のテクノロジーパートナー

シップ契約を締結しました。MLB放送チャネルの冠ス

ポンサーとなることでNTTブランドの向上を図ります。

併せて、MLBファンへの新たな観戦体験の提供の

実現をめざし、NTTの超高臨場感メディア同期技術

を活用することで、球場から離れた会場にあたかも球

場にいるかのような空間を創出する実証実験を10月

に行いました。

ESG経営の推進・株主還元の
充実による企業価値の向上

0303人・技術・資産の活用

研究開発の強化・グローバル化

2019年5月、NTTグループは、現在のインターネッ

トだけでは実現できない新たな世界を実現するネット

ワークであるIOWN（アイオン）構想を発表しました。

この最先端の光関連技術および情報処理技術を活用

した未来のコミュニケーション基盤の実現に向け、

2019年10月には、Intel、SONY、NTTの3社が発起人

となり、IOWN Global Forumを設立し、パートナー

の募集を開始しました。

また、次世代技術の基礎的研究開発をグローバ

ルに拡大・強化するため、2019年7月に北米シリコ

ンバレーに海外研究拠点を発足させました。今後世

界トップレベルの研究機関とも連携し、現在の技術

水準を超える新しい原理と技術を明らかにする取

り組みを着実に進めています。

人・技術・資産を活用した新事業の取り組み

NTTグループのICT技術や直流送電などの電源

技術、蓄電池などの資産を最大限活用したスマート

エネルギー事業の推進に向け、NTTアノードエナ

ジーが2019年9月に事業を開始しました。2020年

3月には自社保有物件における直流送電に関する

実証実験を予定するなど、様々な取り組みを通し

て、エネルギー関連事業の拡大をめざします。

また、土木系設備などの社会インフラを中心とし

た空間情報のデジタル化により、Smart Infra事業

を推進します。土木関連業務の設計から保守までを

一気通貫して効率化を図るとともに、このノウハウ

を活用し、社会インフラの課題を解決するソリュー

ションを提供していきます。

地域社会・経済の活性化への貢献

NTTグループが持つ技術や資産などの経営資源

を活用して、行政・生活サービスの充実や地場産業

の活性化を支援しています。一例として、農業分野に

おける取り組みをご紹介します。

NTTグループは、2019年4月から、ふくしま未来

農業協同組合などと連携して、準天頂衛星みちびき

に対応したドローンやNTTグループの先進的なAI

技術を活用し、スマート営農ソリューションの実証

実験を行っています。

また、NTT東日本は、2019年7月、グループ初の

「農業×ICT」専業会社となるNTTアグリテクノロ

ジーを設立しました。ここでは、次世代施設園芸を

きっかけとした地域経済の活性化や街づくりに向

け、自らもIoT／AIを活用した次世代施設園芸で農

産物の生産を行いながら、お客さまにトータルソ

リューションを提供します。

株主還元の充実

今年度上半期においては、2019年5月開催の取締

役会決議に基づき2,500億円、2019年8月開催の取

締役会決議に基づき2,511億円、合計5,011億円の

自己株式取得を実施しています。

また、株式分割やdポイントの進呈など、株主さま

向けの施策も実施いたします。NTTグループのESG

経営推進に向けた取り組みと併せて、次ページ以降

で詳しくご紹介しています。

● 当社OB社員の活用などを含めた、復旧体制の増

強、人員確保
● 公衆電話BOXへのWi-Fi・蓄電池設置や出張113

の開設などを通じた、被災されたお客さまへの支援

強化

こういった 取り組 みを 通じてN T Tグル ープ の

DNAである安心・安全なICT基盤の確保に引き続き

注力していきます。

災害対策の取り組み

NTTグループでは、AIを活用した被災想定と初動強

化（西日本より開始）による早期復旧、情報発信の外国

語対応によるお客さま支援などに向けた取り組みを推

進しています。

一方、2019年9月の台風15号では、千葉県におい

て1,093の携帯電話基地局で通信障害が発生し、復

旧まで約10日間を要するなど、近年、災害のエネル

ギーの増大により、復旧までの期間が長期化してい

ます。

こういった状況を踏まえ、NTTグループでは、基

地局などの設備強靭化と復旧対応の迅速化に取り

組んでいます。

＜設備の強靭化＞
● 停電対策など、災害に対する備えを持たせた中

ゾーン基地局の拡大
● EVを活用した基地局の停電対策
● NTTグループが保有する移動電源車（約400台）

の一元管理、運用
● 災害影響などを考慮したケーブルの地中化やワイ

ヤレス固定電話などの検討

＜復旧対応の迅速化＞
● AIを活用した被害想定の拡大による復旧体制（全

国広域支援体制など）の事前立ち上げ

海外研究拠点 国内研究拠点

NTT Research, Inc.

連携による
基礎研究強化

生体情報処理
MEI Labs.

MEdical & Health
Informatics

暗号情報理論
CIS Labs.
Cryptography

& Information Security

量子計算化学
PHI Labs.

PHysics 
& Informatics

情報ネットワーク
総合研究所

サービス
イノベーション
総合研究所

先端技術
総合研究所

NTTの主な研究拠点

実証実験会場の様子 次世代施設園芸のイメージ
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ʢ༧ఆʣ

株主͞·向͚の৽ͨͳऔΓ૊Έ

EϙΠϯτͱ͸ʁ

̳ϙイント͸݄ʑͷυίϞͷܞଳి࿩ྉۚ΍ɺ֗ ͷ͓ళ・ωοトショοϐング
ͳͲɺ͍ Ζ͍Ζͳͱ͜ΖͰͨ·Δ・ͭ ͔͑ΔϙイントͰ͢ɻͨ ·ͬͨϙイント͸
͓ങ෺ʹ̍ϙイント̍ԁͱ͔ͯͭ͠͏͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

コンビニやファーストフード店など、
いろいろな街のお店やネットショップ
でのお買物などで、dポイントがたまる！

たまったdポイントは、いろいろな街の
お店やネットショップでのお買物、

ケータイ料金のお支払いなどに、つかえる！

街のお店で！
ネット

ショッピングで！

dカードの
お支払いで！

d払いの
お支払いで！

街のお店で！

ケータイ料金の
お支払いに！

ステキな
商品と交換！

ほかにもため方はいろいろ！ ほかにもつかい方はいろいろ！

ポイントが
どんどん た ま る ポイントが

いろいろ つ か え る！！
たとえば… たとえば…

ϙΠϯτར用ՄೳՕॴ・ࡁܾ

IUUQT�//EQPJOU�KQ/

dϙΠϯτに͍ͭͯ͘ Θ͠ ͸͘ɺ
ͪ͜ ΒのwebαΠτΛ͝ ཡ͘ ͩ͞ ͍ɻ

ຊ݅の͓໰͍合Θͤ先 NTT株主͞·ઐ用ి࿩ ������������

基४೔࣌点Ͱɺ���株Ҏ্อ༗しɺҎԼのอ༗ؒظの株主͞·

�೥Ҏ্�೥ະຬ �೥Ҏ্�೥ະຬ

1500 ϙΠϯτ 3000 ϙΠϯτ

�೥Ҏ্�೥ະຬ �೥Ҏ্

1500 ϙΠϯτ 4500 ϙΠϯτ

POINT 3

อ༗͠ ͍ͯる

株ࣜ਺͕2ഒʂ

POINT 2
ड͚औる

഑౰ۚ૯ֹ͸

มΘΒͳ ʂ͍

POINT 4
৽ฉͳͲの

දࣔ株価͕

2෼の1ʂ

POINT 1
อ༗͠ ͍ͯるNTT株の

資産価値͸

มΘΒͳ ʂ͍

122ສϲॴ
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෼ׂൺ཰1ର2
株ࣜ෼ׂをͬߦたࡍにɺ͍ たͩ͘͜ ͱのଟ͍࣭͝໰に͓౴͍͑ͤͯ͞た͖ͩ·͢ɻ

株主のօ ·͕͞ɺよΓ౤資͠΍͍͢ڥ؀Λ੔ る͑͜ ͱΛ໨తͱ͠ ͯɺ
2019೥12݄31೔࣌఺Ͱอ༗ Ε͍ͯ͞る株ࣜΛର৅にɺ
2020೥1݄1೔෇Ͱɺ1株Λ2株に෼ׂ る͢͜ ͱͱ͍ ͨ͠ ·͠ ͨɻ

෼ׂࣜג ओ͞·΁ͷEϙΠϯτͷਐఄג
ಛू

෼ׂの֓ཁࣜג

2020೥1݄1೔ʢਫʣޮ力発生೔

2019೥12݄31೔ʢՐʣ෼ׂ基४೔

よ͘ る͋͝ ࣭໰

ɺීࡏݱ ௨株ࣜ���株をอ༗しͯ ͍る৔合の株ࣜ਺΍Ձ஋͸Ͳ͏なり·͢ ʁ͔Q.1
ී௨ג���ࣜג͸ɺࣜג෼ׂʹΑΓג���ʹ૿Ճ͠·͢ɻ·ͨɺ株Ձ͸൒෼ͱなり·͕͢ɺ
���株をอ༗͢る͜ͱͱなるたΊ株ࣜ෼ׂલޙͰՁ஋͸มΘり·ͤΜɻ

഑౰ۚ͸Ͳ͏なり·͢ ʁ͔Q.4
਺͕�ഒͱͳΔͨࣜג౰ͨΓの഑౰ֹ͸�෼の�ʹͳΓ·͕͢ɺอ༗ג�
Ίɺ͓ ड͚取りになる഑౰ۚ総ֹ͸มΘり·ͤΜɻ

株ࣜ෼ׂにࡍしͯ ɺԿ͔खଓ͖͸ඞཁͰ͢ ʁ͔Q.2
खଓ͖͸Ұ੾ඞཁ͍͟͝·ͤΜɻ

取Ҿ͞Εる株Ձ͕มߋͱなるの͸͍ͭͰ͢ ʁ͔Q.3
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ΔͨΊɺ౦ژ証݊औҾॴʹ͓͚ΔऔҾՁ֨͸ࣜג෼ׂΛྀͨ͠ߟՁ֨ͱͳΓ·͢ɻ ˞����೥�݄຤ࠒɺ/TTެࣜホームϖージʹͯΤントリーํ๏ͳͲͷৄࡉΛ͝Ҋ಺͠·͢ɻ
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ΤϯτϦʔ͍͍ͨͩͨํ΁ॱ࣍進ఄ

֓ཁ

౰ࣾ株ࣜのอ༗ؒظにԠ͡ ͯ
dϙΠϯτΛ進ఄ

४೔ج

3݄ 31೔
ʢॳճ2020೥3݄31೔ʢՐʣʣ
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株主 ·͞向͚にdϙΠϯτΛ進ఄ͍ͨ͠ ·͢ ɻ
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NTTάϧʔϓのESG経営の推進に向͚ͨऔΓ૊Έ/55άϧʔϓͷ
Ӧܦ)4&
ୈ�ճ ଟ༷な人ࡐの活用に͚޲た取り組み

ESGͱ͸ڥ؀ʢEnvironmentʣ・ࣾ ձ
ʢSocialʣ・ΨόφϯεʢGovernanceʣの಄จ
Λͱͬࣈ ͨ΋のͰ͢ɻۙ ೥ɺ͜ ΕΒのཁૉに͍ͭ
ͯɺؔػ౤資ՈΛத৺に企業経営の࣋ଓੑΛ
ධ価͢るͱ͍͏ ֓೦͕ී͠ٴɺ௕ظతͳϦεΫ
؅ཧ΍ɺ企業の৽ͨͳऩӹ૑ग़のػձΛධ価
る͢ϕϯνϚʔΫͱ͠ ͯ஫໨͞ Ε͍ͯ·͢ ɻ
ຊ߸͔Βෳ਺ճに෼͚ͯɺNTTάϧʔϓの

ESG経営推進に向͚ͨऔΓ૊ΈΛ͝঺հ͠
·͢ɻ

NTTのES(経Ӧにؔ͢る外෦ධՁ

/55͸ɺ世քの代දతͳ&4(౤ࢦࢿඪͰ͋Δ%PX�
+POFT� 4VTUBJOBCJMJUZ� *OEFYʢ%+4*ʣの8PSME� *OEFY
ʹ�೥࿈ଓͰબఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻ͜ Ε͸ຖ೥ɺ&4(のଆ
໘͔Βۀاの࣋ଓՄೳੑΛධՁ͠ɺ࣌Ձ૯ֹΛՃຯ
ͯ͠ ૯߹తʹ༏ΕͨۀاΛબఆ͢Δ΋のͰɺ����೥
͸世քのओཁۀا໿�
���͔ࣾΒ���͕ࣾߏ੒໏ฑ
ʹબఆ͞Ε·ͨ͠ɻ

NTTάϧʔϓ͸ɺESGʹؔ͢Δ՝୊ʹద੾ʹରԠ
͢ΔESGܦӦΛਪਐ͢Δ͜ͱͰɺۀࣄϦεΫΛ࠷খԽ
͢Δͱͱ΋ʹɺػۀࣄձΛ֦େ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ࣋ଓత
ͳۀاՁ஋ͷ্޲ΛਤΓ·͢ɻ
ࣾձ΁ͷӨڹ΍ܦӦج൫ͷҡ࣋ͳͲͷ؍఺͔Βɺ

5ͭͷॏཁ՝୊ʢϚςϦΞϦςΟʣΛಛఆ͠ɺͦ ΕͧΕʹ
ରԠ͢Δ໨ඪ஋ͷઃఆ΍औΓ૊ΈΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ୈ1ճͱͳΔຊ߸Ͱ͸ଟ༷ͳਓࡐͷ͚ͨ޲ʹ༺׆

۩ମతͳऔΓ૊ΈΛ͝঺հ͠·͢ɻ

ʮଟ༷な人ࡐの活用ʯに͚޲たNTTグルーϓの取り組み

たちのビジョンである「બ͹れ続けるhࢲ Your Value 
1artner 」ɦとなるため、人ࡐ（社員）を中֩にਾえ、社員のଟ
様なՁ஋観をଚॏし、活用していくことで、イノベーション
を創出していきます。

Social
ʦ社会ʧ

ݮෛՙの௿ڥ؀ ●

たΨバφンス強化͚޲ଓత੒௕に࣋ ●

EnWironment
ʦڥ؀ʧ

(oWernance
ʦΨバφンスʧ

● ηΩϡϦςΟの強化

● ଟ༷な人ࡐの活用

● 災害対策の強化

ঁ性活༂のਪਐ ੍౓の充実
これまで、2020年度に国಺のঁ性管理ऀൺ率��を໨ඪとしてきましたが、すでに

2018年度には5.7�となったことから、新たに2025年度においてঁ性管理ऀൺ率を10�
以上とする໨ඪを設定しています。

また、新ଔঁ性࠾用ൺ率については30�以上を໨ඪとしており、2018年度には32.2�
となっています。

ো͕͍ऀޏ用ػ会の֦େ
障がいのある方々のੵۃ的な࠾用とޏ用機会の拡大のため

に、ಛ例ࢠ会社ˎであるNTTクラルティを設立し、障がいऀが
ಇきやすいڥ؀づくりを行っています。グループ全体の障がい
。用率を上ճる2.43�となっていますޏ用率は๏定ޏऀ

ै業һへのՁ஋のఏڙ
ʢEmployee 7alue PropositionʹE7Pʣの੔備

海外における༏लなタレントの֫得・リテンションにグループԣஅで取り組んでいます。
2018年には、One NTTとしてのڞ有Ձ஋である「つな͙、信པ、੣実」に基づき、グループの
海外会社でಇくै業員とのワーク
ショップなどを通じて「NTTグ
ループがै業員にどのようなՁ஋
を提供できるのか」という໰いに
度向き合い、EV1を定ٛしまし࠶
た。新たにグループの一員となる
社員への研मなどを通じて、EV1
のਁಁに取り組んでいます。

ಇ͖ํվֵのਪਐ

ʻҭࣇɾհ੍ޢ度ʼ
NTTグループは、年次ٳՋとはผに、最大40日取得ՄೳなライフプランٳՋ制度を設

けており、ҭࣇ・介ޢなどの理༝によるٳՋを取得Մೳとしています。ಛにҭࣇ事༝での
ঁ、Ջ取得についてはٳ 性社員だけでなくஉ性社員についても取得を推঑しており、
2020年度にஉ性のҭࣇ事༝でのٳՋ取得率を80�以上にするという໨ඪを設定してい
ます。（2018年度は、ຬ3ࡀ未ຬのࢠを持つஉ性社員の58�がҭࣇ事༝でのٳՋを取得）
ʻ-(#5なͲੑతϚΠϊϦςΟにؔ͢Δ੍度ʼ

2018年4月から、グループの国಺会社約20ສ人を対৅に、഑ऀۮに関Θる制度全ൠを、
原ଇ、഑ऀۮと同౳の関܎にある同੏パートナーにもద用しました。

2017年�月に発表した「ಇき方վֵએݴ」に基づき、業務プロセス全体のվળを図りな
がら、以下のようなಇき方・ٳみ方վֵの取り組みを推進しています。
˔૯務ল、ް 生࿑ಇলなどが推঑するテレワーク・デイズ2019に、グループ಺100社以上がࢀը
˔社員のੵۃ的なٳՋ取得の推進を໨的に、管理৬のٳՋ取得を推進する取り組みを実施

ঁ性؅理ऀのਪҠ ঁ性࠾用ʢ新ଔऀʣਪҠ

ಛू33

ʻࡏ୐ۈ຿ར༻ঢ়گɺ༗ٳڅՋऔಘ཰のਪҠʢࠃ಺άϧʔϓձࣾྦྷܭʣ̓

ˎ201�年のみデータ通信セグメントをআく

事業ن໛が拡大していくにつれ、社員の国੶や性ผ、生
活スタイルやՁ஋観はଟ様化しています。ݸ性をଚॏしな
がら、 One NTTとしてڞ有Ձ஋を持ち、ビジョンを実現し
ていきます。

༗Ձ஋ڞ

インςϦ
δΣンス

サービス
ೳ力 技ೳೳ力

ઌ୺ٕज़

世քߴ࠷ਫ४ۀքϦーυ

άϩーόϧˍ
ϩーΧϧのௐ࿨

ϫʔΫγϣοϓの༷ࢠ ˎ障がいऀޏ用のଅ進および安定を図るため、事業ऀが障がいऀのޏ用にಛผに഑慮したࢠ会社

（年度）

在୐ۈ務制度ར用ऀ数（ˎ人）

有ٳڅՋ取得率（ˋ）

3,955

9�.4

15,04�

98.4

2�,719

9�.4

201�ˎ 2017 2018

ଟ༷な人ࡐの活用にؔ͢る主な取り組みঢ়گ

2012ʢ೥౓ʣ
˞�0�0年౓、�0�5年౓は໨ඪ஋

2018 2020

（ਓ） （ˋ）
1,500

1,000

500

0

15

10

5

0
2025

717

1,468

2.9ˋ 5.7ˋ
6.0ˋ

10.0ˋ
Ҏ্

2012 2018

（ਓ） （ˋ）
3,000

2,000

1,000

0

45

30

15

0

2,668 2,763

28.1ˋ
32.2ˋ

ʢ೥౓ʣ

ඇਖ਼ࣾنһの
ਖ਼ࣾһԽ

8೥ؒͰ4ສਓҎ্
ʢ���������೥ʣ

ো͕いऀ
��4���

๏ఆޏ༻཰ɿ���ˋ

ਓࠃ֎
4��

ʢࣾһ��ສਓத
��ສਓʣ

ো͕いऀ

-(#5なͲ
഑ऀۮʹద༻͞ΕΔ
੍౓Λશͯͷ
ύートφーʹ֦େ
ʢ���8೥ʣ

ো͕いの͋ΔࣾһによΔ
खࢴ͖ࠉの੡࡞
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ʮଟ༷な人ࡐの活用ʯに͚޲たNTTグルーϓの取り組み

たちのビジョンである「બ͹れ続けるhࢲ Your Value 
1artner 」ɦとなるため、人ࡐ（社員）を中֩にਾえ、社員のଟ
様なՁ஋観をଚॏし、活用していくことで、イノベーション
を創出していきます。

Social
ʦ社会ʧ

ݮෛՙの௿ڥ؀ ●

たΨバφンス強化͚޲ଓత੒௕に࣋ ●

EnWironment
ʦڥ؀ʧ

(oWernance
ʦΨバφンスʧ

● ηΩϡϦςΟの強化

● ଟ༷な人ࡐの活用

● 災害対策の強化

ঁ性活༂のਪਐ ੍౓の充実
これまで、2020年度に国಺のঁ性管理ऀൺ率��を໨ඪとしてきましたが、すでに

2018年度には5.7�となったことから、新たに2025年度においてঁ性管理ऀൺ率を10�
以上とする໨ඪを設定しています。

また、新ଔঁ性࠾用ൺ率については30�以上を໨ඪとしており、2018年度には32.2�
となっています。

ো͕͍ऀޏ用ػ会の֦େ
障がいのある方々のੵۃ的な࠾用とޏ用機会の拡大のため

に、ಛ例ࢠ会社ˎであるNTTクラルティを設立し、障がいऀが
ಇきやすいڥ؀づくりを行っています。グループ全体の障がい
。用率を上ճる2.43�となっていますޏ用率は๏定ޏऀ

ै業һへのՁ஋のఏڙ
ʢEmployee 7alue PropositionʹE7Pʣの੔備

海外における༏लなタレントの֫得・リテンションにグループԣஅで取り組んでいます。
2018年には、One NTTとしてのڞ有Ձ஋である「つな͙、信པ、੣実」に基づき、グループの
海外会社でಇくै業員とのワーク
ショップなどを通じて「NTTグ
ループがै業員にどのようなՁ஋
を提供できるのか」という໰いに
度向き合い、EV1を定ٛしまし࠶
た。新たにグループの一員となる
社員への研मなどを通じて、EV1
のਁಁに取り組んでいます。

ಇ͖ํվֵのਪਐ

ʻҭࣇɾհ੍ޢ度ʼ
NTTグループは、年次ٳՋとはผに、最大40日取得ՄೳなライフプランٳՋ制度を設

けており、ҭࣇ・介ޢなどの理༝によるٳՋを取得Մೳとしています。ಛにҭࣇ事༝での
ঁ、Ջ取得についてはٳ 性社員だけでなくஉ性社員についても取得を推঑しており、
2020年度にஉ性のҭࣇ事༝でのٳՋ取得率を80�以上にするという໨ඪを設定してい
ます。（2018年度は、ຬ3ࡀ未ຬのࢠを持つஉ性社員の58�がҭࣇ事༝でのٳՋを取得）
ʻ-(#5なͲੑతϚΠϊϦςΟにؔ͢Δ੍度ʼ

2018年4月から、グループの国಺会社約20ສ人を対৅に、഑ऀۮに関Θる制度全ൠを、
原ଇ、഑ऀۮと同౳の関܎にある同੏パートナーにもద用しました。

2017年�月に発表した「ಇき方վֵએݴ」に基づき、業務プロセス全体のվળを図りな
がら、以下のようなಇき方・ٳみ方վֵの取り組みを推進しています。
˔૯務ল、ް 生࿑ಇলなどが推঑するテレワーク・デイズ2019に、グループ಺100社以上がࢀը
˔社員のੵۃ的なٳՋ取得の推進を໨的に、管理৬のٳՋ取得を推進する取り組みを実施

ঁ性؅理ऀのਪҠ ঁ性࠾用ʢ新ଔऀʣਪҠ

ಛू

ʻࡏ୐ۈ຿ར༻ঢ়گɺ༗ٳڅՋऔಘ཰のਪҠʢࠃ಺άϧʔϓձࣾྦྷܭʣ̓

ˎ201�年のみデータ通信セグメントをআく

事業ن໛が拡大していくにつれ、社員の国੶や性ผ、生
活スタイルやՁ஋観はଟ様化しています。ݸ性をଚॏしな
がら、 One NTTとしてڞ有Ձ஋を持ち、ビジョンを実現し
ていきます。

༗Ձ஋ڞ

インςϦ
δΣンス

サービス
ೳ力 技ೳೳ力

ઌ୺ٕज़

世քߴ࠷ਫ४ۀքϦーυ

άϩーόϧˍ
ϩーΧϧのௐ࿨

ϫʔΫγϣοϓの༷ࢠ ˎ障がいऀޏ用のଅ進および安定を図るため、事業ऀが障がいऀのޏ用にಛผに഑慮したࢠ会社

（年度）

在୐ۈ務制度ར用ऀ数（ˎ人）

有ٳڅՋ取得率（ˋ）

3,955

9�.4

15,04�

98.4

2�,719

9�.4

201�ˎ 2017 2018

ଟ༷な人ࡐの活用にؔ͢る主な取り組みঢ়گ
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＊2020年1月1日を効力発生日とする株式分割が、前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の金額を記載しています。
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2019年度  上半期実績

2019年度  通期業績予想 ʢ2019೥11݄5೔ मਖ਼ʣ
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株 主 インϑΥϝー ション

ॅ所・໊ࢯなͲಧग़事߲のมߋɺ഑౰ۚৼࠐ先のࢦఆに͍ͭͯ

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号　三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

https���XXX.ntt.co.Kp�ir�
˙ NTT株主͞·ઐ用ి࿩ ˙ ୅දి࿩ ˙ 株主・౤資Ոのօ͞·͚޲ϗーϜϖーδ

������������ ������������

ূ݊会社の࠲ޱに౰社株͕ࣜه࿥͞Ε͍ͯる株主͞·

● ॅ所・໊ࢯのදهに͍ͭͯʜ 住所および氏名などの文字のうち、証券保管振替機構が指定していない漢字などが含まれている場合には、その全部
または一部を証券保管振替機構が指定した文字に置き換えさせていただくことがございますのでご了承ください。

● ະ෷഑౰ۚのࢧ෷に͍ͭͯʜ まだ受け取られていない配当金がある場合は、お早めに三井住友信託銀行にお問い合わせください。

株主໊฽؅理人・ಛผ؅࠲ޱ理ؔػへの͓໰͍合Θͤ

NEW

ͦのଞの֤छ͓໰͍合Θͤ先

お取引先の証券会社へお問い合わせください。

ಛผ࠲ޱに౰社株͕ࣜه࿥͞Ε͍ͯる株主͞·
当社特別口座管理機関の三井住友信託銀行へお問い合わせください。

͜の࡭子͸ڥ؀ʹ΍͍͞͠২෺༉イϯΩͱ'4$�৿ྛ
ೝ証ࢴΛ࢖༻͍ͯ͠·͢ɻ

ຊ͞ࡌهʹࢽΕ͍ͯΔαーϏε͓Αͼ঎඼ͳͲ͸ɺ౰ࣾ͋Δ͍͸֤
ࣾͳͲのొ࿥঎ඪ·ͨ͸঎ඪͰ͢ɻ

΍͍͢Ϣχόーαϧσβイݟ
ϯϑΥϯτΛ࠾༻͍ͯ͠·͢ɻ

・ コ ー ルコ ー ル

午前10時～午後7時（日曜・祝日・年末年始を除く）
������������

NTTίϛϡχέーションζ

ి࿩・インλーネットのサービスにؔ͢る
͓ਃしࠐみ・͓ ໰͍合Θͤ͸

NTT౦೔ຊ・NTT੢೔ຊ

午前9時～午後5時 年中無休（ただし年末年始を除く）
（局番なし）���

ʮి࿩サービスʯにؔ͢る͓ਃしࠐみ・͓ ໰͍合Θͤ͸

午前9時～午後5時 年中無休（ただし年末年始を除く）
������������

ʮϒローυバンυサービスʯにؔ͢る͓ਃしࠐみ・͓ ໰͍合Θͤ͸

ূ݊ίʔυɿ����

午前9時～午後8時 年中無休
（一般電話などからはご利用になれません。）

������������

NTTυίϞ

υίϞの携ଳి࿩͔Βの৔合

午前9時～午後8時 年中無休

Ұൠి࿩なͲ͔Βの৔合

（局番なし）���

株 主 ௨ ৴

の͓खଓ͖Ͱඞཁͱなり·͢ɻ͜܎ொଜ͔Β௨஌͞ΕたϚイφンバー͸ɺ株ࣜの੫຿ؔ۠ࢢ のたΊɺ
株主͞·͔Βɺ͓ 取Ҿのূ݊会社なͲへϚイφンバーを͓ಧग़͍たͩ͘ඞཁ͕͍͟͝·͢ɻ

Ϛイφンバーの͓ಧग़にؔ͢る͓໰͍合Θͤ先株ࣜؔ܎業຿に͓͚るϚイφンバーのར用

法令に定められたとおり、支払調書には株主さまの
マイナンバーを記載し、税務署へ提出いたします。

お取引先の証券会社へ
お問い合わせください。

下記フリーダイヤルまでお問い合わせください。
証݊会ࣾͱの͓औҾ͕ͳ͍גओ͞·証݊ࣜגͯʹ࠲ޱΛ

؅ཧ͞Ε͍ͯΔגओ͞·

෦主なߦ୅݊ূ ߦҪॅ༑৴ୗۜࡾ
෷ௐॻࢧ

●配当金に関する支払調書
●単元未満株式の買取請求などの株式の

譲渡に関する支払調書 ������������

IUUQT�//XXX�OUU�DP�KQ/BDUJWJUZ/DTSWJEFP/KQ/

NTTグルーϓ͸ɺl:our 7alue Partnerzͱしͯɺ事業活
ಈを௨ͯ͡ύートφーのօ͞·ͱͱ΋に社会త՝୊のղ
ܾをΊ͟し·͢ɻ

NTT (roup CSR 7I%E0 LI#R"R:の͝Ҋ内

NTT (roup CSR 7I%E0 LI#R"R:にؔしͯ͸
ͪ͜Βの΢Σϒサイトを͝ࢀর͍ͩ͘͞ɻ

Information
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